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Rokkasho広報ろっかしょ

photo 出戸地区上空から泊地区を見る

Pick  Up Topics

ろっかしょ産業まつり /村民文化祭

六ヶ所の空へ　Take Off
さわやかに晴れ渡った 11 月 13 日、陸上自衛隊六ヶ
所駐屯地からヘリコプター UH―1 に乗り込み、六ヶ
所の上空を遊覧飛行。
抜けるような青空と紺碧の海、山々の紅葉が絶妙な
コントラストを描いていた。
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第
27
回
ろ
っ

か
し
ょ
産
業
ま

つ
り
が
10
月
30

日
、
31
日
の
２

日
間
、
尾
駮
漁

港
特
設
会
場
で

開
か
れ
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
『
鮭
つ

か
み
ど
り
』
は

２
年
ぶ
り
に
実
施
。
２
日
間
で

約
１
，
０
０
０
人
が
、
鮭
つ
か

み
ど
り
に
挑
戦
。
先
着
５
人
に

よ
る
鮭
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
つ
か
ん
で
も

す
べ
っ
て
逃
げ
て
し
ま
う
元
気

な
鮭
に
悪
戦
苦
闘
。
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
り
な
が
ら
も
、
捕
ま
え
た

と
き
は
楽
し
そ
う
に
歓
声
を
上

げ
て
い
た
。
つ
か
み
ど
り
の
ほ

か
、
鮭
の
一
本
釣
り
や
地
引
き

網
も
行
わ
れ
た
。
31
日
に
は
、

来
場
者
先
着
４
０
０
人
に
オ
ス

鮭
が
無
料
で

配
ら
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ

で
は
、
毎
年

恒
例
の
小
川
原
湖
産
の
シ
ジ
ミ

を
使
っ
た
『
た
っ
ぷ
り
入
れ
て

～
シ
ジ
ミ
２
ド
ン
！
』
や
Ｒ
ｏ

ｃ
ｋ
趣
～
ｓ
の
演
奏
、
三
戸
社

中
シ
ョ
ー
や
ふ
る
さ
と
新
鮮
市

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。

　

会
場
内
に
は
今
年
も
、
六
ヶ

所
の
海
の
幸
、
山
の
幸
が
た
く

さ
ん
並
ん
だ
。
長
い
も
や
大
根
、

ご
ぼ
う
な
ど
の
新
鮮
な
野
菜
類

や
イ
カ
の
一
夜
干
し
、
ウ
ニ
、

荒
巻
鮭
な
ど
の
海
産
物
。
ま
た
、

そ
ば
、
う
ど
ん
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

鮭
汁
な
ど
、
六
ヶ
所
産
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
売
る
ブ
ー
ス

も
多
数
並
び
、
来
場
者
は
食
べ

歩
き
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
み
や

げ
を
買
い
求
め
た
り
し
て
い
た
。

　

肌
寒
い
２
日
間
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
会
場
内
は
終
日
た
く

さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

第 27 回ろっかしょ産業まつり
The27th Rokkasho Sangyo Festival

Pick Up Topics.1

◎撮影協力　杉山英晴さん

１_ 子どもから大人まで。来場者は 2 年ぶりの鮭つかみどりを楽しんだ　2_ みるふらわぁの
ヨーグルトやミルククッキーは無料で来場者に配られた。どちらも大好評　3_ 泊漁業協同組
合女性部の鮭汁。泊沖で獲れた鮭を使った味わいある一品。早くに売り切れた

1,000 人が鮭つかみどりに挑戦
ろっかしょ産業まつり

678 １

3 2

4

5
9

7_ 会場内には、村産食材を使った料理
も多数並んだ　8_ 大ぶりの鮭が 100 匹
ほど。子どもたちも力を合わせ網を一
生懸命引いた　9_ やっとの思いで捕ま
えた鮭に思わず笑顔

4_ 多彩なジャンルの演奏を聴かせた「Rock
趣～ s」　5_ 自然に力が入ります（シジミ
２ドン）　6_ むつ小川原石油備蓄㈱は恒例
の豚汁を販売。売上金は毎年村社会福祉協
議会へ寄付している

「鮭のつかみどりに挑戦しまし
た。鮭はとても活きが良く捕ま
えられてよかった。会場で食べ
たいくら丼がおいしかった」（長
尾さん）「部員16人で来ました。
みるふらわぁのヨーグルトや牛
乳がおいしかった。鮭汁が売り
切れで食べられず残念でした」
（宮﨑さん）

長尾　篤さん㊧
宮﨑志帆さん㊨

［十和田市　北里大学弓道部 ]

つかみどりに挑戦。ヨー
グルトおいしかった

「産業まつりのことはラジオで
聞いて、家族そろって初めて来
場しました。外国人向けの英語
表示があるなど、来場者への対
応が充実していますね。ビンゴ
大会も楽しみにしています。ト
リちゃんポテトコロッケがほく
ほくしてておいしかった」

（左から）今井孝志さん、晶菜
ちゃん、碧海ちゃん、陽子さん

［むつ市］

産業祭り初めて。ビンゴ
大会などイベント楽しみ

「鮭つかみどりにわたしは 2回
目の挑戦、娘は初めて挑戦しま
した。六ヶ所の産業まつりはつ
かみどり以外でも、一本釣りや
各種ステージなどイベントが充
実していて、とても大好きなま
つりです。来年もまた絶対来ま
す」

ビル・ベーカーさん㊧、
パールちゃん㊨

［三沢市］

鮭つかみどり以外のイベ
ントも充実している

「下北半島旅行の途中で寄って
みました。会場はとてもにぎや
かで、おいしいものがたくさ
ん。豚汁やめっぽううどんがお
いしかったです。六ヶ所のエネ
ルギー関連企業のブースもある
ので、エネルギーの勉強もでき
てとてもいいと思います」

浅里志乃さん

［和歌山県田辺市］

おいしいものがたくさん。
エネルギーも勉強できる

Voice of Visitors ● 来場者の声



4Rokkasho●2010-125 Rokkasho●2010-12

あ
る
歌
声
を
、
第
一
中
は
独
唱

を
織
り
交
ぜ
、
倉
内
小
は
手
話

と
と
も
に
伸
び
や
か
な
歌
声
を

披
露
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
を
締
め
く
く
っ
た

の
は
、
泊
中
吹
奏
楽
部
。
最
終
曲

の
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
で
は
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲
調
と
迫
力
あ

る
演
奏
に
会
場
か
ら
自
然
に
手

拍
子
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
生
涯
学
習
講

演
会
も
開
催
。
講
師
の
伊
奈
か

っ
ぺ
い
さ
ん
が

軽
妙
な
ト
ー

ク
で
、
約

３
０
０
人

の
聴
衆
を

沸
か
せ
た
。

　

会
場
に

は
、
公
民

館
講
座
の

エ
コ
ク
ラ
フ

ト
や
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
な
ど
の
作
品
や
児
童

生
徒
た
ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
絵

画
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

〈
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
受
賞
者
〉

低
学
年
の
部
（
図
画
）
▽
沼
端
栞
子
さ

ん
〈
千
歳
平
小
〉、
中
学
年
の
部
（
感

想
文
）
▽
辻
浦
多
仁
亜
さ
ん
〈
泊
小
〉、

高
学
年
の
部
（
同
）
▽
中
村
蓮
太
朗
く

ん
〈
泊
小
〉、
中
学
校
の
部
（
同
）
▽

貝
塚
遥
さ
ん
〈
第
一
中
〉

　

六
ヶ
所
の
芸
術
と
文
化
の
祭

典
「
第
35
回
村
民
文
化
祭
」
が

10
月
31
日
、
11
月
１
日
の
２
日

間
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ

ニ
ー
」
で
開
か
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
村
文
化
協

会
な
ど
の
団
体
の
芸
能
・
音
楽

発
表
が
31
日
に
、
村
内
の
学
校

の
児
童
生
徒
た
ち
の
音
楽
発
表

が
１
日
に
行
わ
れ
た
。

　

31
日
の

教
室
・
芸

能
発
表

は
、「
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｏ　

Ｄ

Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

　

Ｓ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｏ
Ｌ
」

の
５
人
に

よ
る
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
で

開
幕
。
ス

ワ
ニ
ー
弦

楽
教
室
生
徒
が
管
弦
楽
を
、
サ

ン
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ
や
コ
ー
ル
・

ス
ワ
ニ
ー
が
歌
声
を
響
か
せ
、

９
団
体
が
艶
や
か
な
踊
り
で
観

客
を
魅
了
し
た
。
こ
の
日
の
最

後
は
春
日
井
バ
レ
エ
ダ
ン
ス
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
バ
レ
エ
を
披
露
。

色
と
り
ど
り
の
衣
装
に
身
を
包

ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
愛
ら
し
い

踊
り
に
盛
ん
に
拍
手
が
お
く
ら

れ
て
い
た
。

　

１
日
は
村
内
の
幼
稚
園
、
小

中
高
の
音
楽
発
表
。
発
表
に
先

が
け
て
今
年
度
初
開
催
の
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル（
六

ヶ
所
村
民
図
書
館
協
議

会
主
催
）
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
柿
崎
秀
典
同

9

第 35 回村民文化祭
The35th Rokkasho Culture Festival

Pick Up Topics.2

堂々の演奏、合唱に盛んな拍手
村民文化祭

1_ 癒しの歌声を響かせた「コールスワニー」　2_ レイクタウン幼
稚園のパラバルーン・ガード　3・4_ ステンドグラスや盆栽など
さまざまな作品が展示された　5_ ピアノの連弾を披露した佐々木
智美さんと清川知佐子さん　6_ 元気な歌声を聴かせた泊小児童　
7_ 全校生徒の合唱を力強く指揮した久保幸洋さん（六ヶ所高）

協
議
会
委
員
長
（
＝
第

一
中
学
校
長
）
か
ら
４

人
の
最
優
秀
賞
受
賞
者

に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

音
楽
発
表
で
は
、
各
校
が
趣

向
を
凝
ら
し
た
合
唱
を
披
露
し

た
。
泊
小
は
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
躍
動
感

8_ 泊中学校吹奏楽部は３曲を披露した（フルート：
三浦杏佳さん）　9_ お行儀よく茶道体験

1

24

3

5

6

「茶道体験でお茶をおいしく
いただきました。こういう
体験はとても貴重です。子
どもが大きくなったら習わ
せたいと思います。明日も
催しがたくさんあるような
ので、見に来たいです」

赤坂 美保さん㊧

莉菜ちゃん㊨

［尾駮レイクタウン］

茶道体験とても貴重。子ど
もに習わせたい

「泊中吹奏楽部は一番最後に
演奏しました。会場のお客
さんからの手拍子がとても
うれしかった。わたしたち 3
年生は村民文化祭が終わる
と引退。最後の演奏がとて
もいい思い出になりました」

能登じゅんさん

［泊中学校吹奏楽部部長 ]

最後の演奏。手拍子がと
てもうれしかった

「子どもたちの発表がとても
元気があってよかった。合唱
など年々レベルが高くなっ
ているような気がします。毎
年違う作品展示も楽しみの
一つ。伊奈かっぺいさんの
講演会も楽しかったです」

五十嵐シヅエさん㊧、池田美
恵子さん㊥、但馬和子さん㊨

［庄内］

子どもたちの発表や作品
展示が毎年楽しみ

「娘と一緒に図書館の子ども
工作教室を楽しみにきまし
た。茶道体験にも参加。お
茶がとてもおいしかったで
す。今日はバレエなどの発
表やいろんな催しを楽しん
でいきたいと思います」

大間尚子さん㊥

百々花ちゃん㊧、翔太くん㊨

［尾駮レイクタウン］

工作体験やバレエなどス
テージ発表が楽しみ

Voice of Visitors    /   来場者の声

4Rokkasho●2010-12
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六ヶ所トピックス

電気パン、うまく焼けたかな
尾駮・千歳平小で東北大出前授業

　尾駮小学校と千歳平小学校で 11 月 15 日、3 学年児童を対象
に東北大出前授業が開かれました。出前授業は、六ヶ所ロータ
リークラブ（葛西徹也会長）が学校側の要請を受けてコーディ
ネート。藤原充啓東北大大学院工学部量子フォーラム室助教が
授業を行いました。
　電流計とステンレス板を使って″電気パン″を作る実験。ステン
レス板を差し込んだ牛乳パックの中のパンがふくらんで焼けてい
くようすに児童たちは興味津々。一戸美歩さんは「まさか電気で
焼けるなんて思わなかった」とにっこり。伊東あかりさんは「モ
チモチしてておいしい」と焼け具合に満足げな顔でした。種市治
雄村ロータリークラブ社会奉仕委員長は「他の学校からも出前授
業の要請があれば対応していきたい」と話していました。電気パンが焼けるようすに興味津々の児童たち（尾駮小）

西洋のお化けに興味津々
ハロウィンパーティーで交流楽しむ

　京都インターナショナルスクール青森キャンパス（KISAC）
で 10 月 29 日、ハロウィンパーティーが開かれました。
　パーティーは今年初めての開催。KISAC の生徒たちと同学年
の尾駮小学校（2・5 年）児童と第一中学校（1 年）生徒を招待し、
ハロウィンの飾りづくりなど 4 つのアトラクションで交流を
楽しみました。
　箱の中の見えない物を英語で説明し、答えをあてる連想ゲー
ム（魔女のスープ）では、「Black and White（黒と白）」「Round（丸
い）」などの的確なヒントに生徒たちは「サッカーボール！」と
元気よく答えていました。また KISAC の教師がドラキュラに扮
したお化け屋敷ではその迫力に泣きだす児童も。「怖かったけど
楽しかった」「また参加したい」と終了後、笑顔で話していました。ハロウィンの飾りづくりに挑戦する尾駮小の児童たち

村行政の振興発展に尽力
及川曻三さんが旭日双光章受章

　
　元六ヶ所村議会副議長の及川曻三さんが 11 月３日、春秋叙
勲（旭日双光章）を受章しました。
　及川さんは、昭和 38 年 5 月に村議会議員に初当選して以来、
通算６期 24 年にわたり、村行政の振興発展に尽力されました。
今回の受章はその功績が認められたもの。同４日に青森県庁で
開かれた平成 22 年秋の勲章及び褒章伝達式で、三村申吾青森
県知事から及川さんに勲記と勲章が伝達されました。

三村知事（左）から勲記を受け取る及川さん

Rokkasho Topics

一致団結でたすきつないだ
尾駮小学校で児童主催の駅伝大会

　尾駮小学校（中村公允校長、児童 204 人）で 10 月 20 日、
同校児童会が主催する駅伝大会が初めて開かれ、全校児童が健
脚を競い合いました。　『一致団結　尾駮魂を見せてやれ』を
スローガンに、1 ～ 6 年生が 8 班のチームを編成し出場。記念
すべき初の優勝チームは 4 班（小笠原圭祐班長）でした。
　日ごろ、授業の中休みに体力づくりのためマラソンをしている
児童たち。大会開催はマラソンへの目的意識や、大会運営で主体
的に助け合う気持ちをもってほしいと中村校長が提案し、実行委
員会（児童会）が準備から運営までを取り仕切りました。小山新

あらた

実行委員会会長（= 児童会長）は「6 年生が中心となって各チー
ムのモチベーションを上げて大会に臨んだ。保護者の皆さんの応
援も力になった。来年も協力してほしい」と話していました。

風力、太陽光の実証実験開始
次世代送電網「スマートグリッド」見学会

　日本風力開発㈱など４社が進めている次世代送電網「スマー
トグリッド」実証実験の見学会が 11 月 9 日、開かれました。
　二酸化炭素を排出しない風力発電と太陽光での生活を通し、
電力の効率的利用の技術開発を目指す実証実験。本年 9 月か
ら日本風力㈱、㈱日立製作所、トヨタ自動車㈱、パナソニック
電工㈱が、尾駮レイクタウン北に新設した実験用家屋「スマー
トハウス」で実験を始めています。
　スマートハウスには現在、日本風力の社員と家族計 13 人が
居住。電力計「スマートメーター」などで電力消費量や太陽光
発電量を管理するなど、再生可能エネルギーを導入した電力の
安定供給に向けて平成 24 年７月まで段階的に実験を進めてい
きます。尾駮レイクタウン北のスマートハウス。電気自動車（プラグインハ

イブリッド）も配備されている
全力疾走。たすきをつなぐ児童たち

住民集い、収穫の秋喜ぶ
倉内秋の収穫祭開かれる

　「第 9 回倉内秋の収穫祭」が 10 月 10 日、倉内小学校体育館
で開かれ、地域住民約 300 人が野菜コンテストなどの催しを
楽しみました。
　今年はあいにくの雨で体育館での開催。長いもやごぼうなど
5 種類の野菜で形や大きさなどの品質を競う野菜コンテストに
は、各種 10 人が自慢の野菜を出品しました。今年は暑さの影
響で例年より形が小さめでしたが、来場者は「こっちの方が形
がきれいだね」「こちらが大きい」などと今年の出来を評価。
上位入賞者には豪華景品が贈られました。
　また、倉内小学校児童の倉内神楽や保育所園児たちのアトラ
クション、第二中学校吹奏楽部の発表などのほか、カラオケコ
ンテストなども開催されました。

長いもの大きさ、形などを評価する来場者たち
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六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
「
村
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
し
た

い
。
特
に
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
命
を
事
故
か
ら
守
り
た
い
」。

　

髙
田
さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

　

村
交
通
指
導
隊
長
を
経
て
、
現

在
、
村
交
通
安
全
協
会
会
長
。
村
の

交
通
安
全
活
動
に
携
わ
っ
て
30
年
余

り
経
っ
た
。
今
年
の
11
月
17
日
に
達

成
し
た
村
内
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

10
年
達
成
を
喜
ん
で
い
る
。

　
「
10
年
前
ま
で
は
５
０
０
日
達
成

が
や
っ
と
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
交
通

安
全
意
識
の
高
さ
と
、
わ
た
し
た
ち

子
ど
も
た
ち
の
命
大
切
に
。
村
か
ら
事
故
な
く
し
た
い

髙田孝徳さ
ん

●たかだ・こうとく
六ヶ所村鷹架字前
田（戸鎖）在住。
株式会社高田工業
取締役・相談役。
野辺地地区交通安
全協会副会長。野
辺地警察友の会会
長。村人権擁護委
員。村要保護児童
対策協議会委員。
村社会福祉協議会
理事　ほか

の
活
動
を
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
る

村
内
企
業
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
」。

　

村
安
協
会
長
と
し
て
警
察
や
村
交

通
安
全
母
の
会
な
ど
と
連
携
し
、
交

通
安
全
運
動
（
年
４
回
）
で
の
街
頭

指
導
、交
通
安
全
の
啓
発
発
動
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
西
野
文
明
尾
駮
交
番
所
長

は
こ
う
話
す
。「
髙
田
さ
ん
は
素
早

く
対
応
す
る
行
動
の
人
。
そ
の
行
動

力
あ
る
活
動
が
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継

続
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
一
層
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」。

　

次
の
目
標
は
来
年
10
月
30
日
の

４
，
０
０
０
日
達
成
。
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安

全
教
室
を
開
き
た
い
、と
髙
田
さ
ん
。

　
「
子
ど
も
だ
け
に
交
通
安
全
を
訴

え
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
親
に
も
っ

と
関
心
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
交
通
事

故
、
特
に
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
事

故
は
と
て
も
悲
惨
で
す
。
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
見
守
り
、
毎
朝
の
声
掛

け
は
子
ど
も
の
注
意
力
を
高
め
る
は

ず
」。

　

交
通
安
全
活
動
の
ほ
か
、
野
辺
地

警
察
友
の
会
会
長
、
村
人
権
擁
護
委

員
な
ど
、
髙
田
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
と
に
か
く
忙
し
い
。

　
「
仕
事
を
引
き
受
け
た
以
上
は
一

生
懸
命
や
ら
な
け
れ
ば
。
わ
た
し
は

地
域
に
育
て
ら
れ
た
か
ら
地
域
に
恩

返
し
す
る
の
は
当
た
り
前
。
何
よ
り

い
ろ
ん
な
経
験
は
自
分
自
身
の
勉
強

に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
家
族

や
会
社
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
で
き
た
。
す
べ
て
に
感

謝
で
す
」
と
充
実
の
笑
顔
だ
。

　

土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て
き
た
髙

田
さ
ん
は
、
元
は
大
工
。
さ
ま
ざ
ま

な
工
具
が
整
然
と
並
ぶ
自
宅
の
工
房

に
は
、
な
ぜ
か
介
護
用
品
の
カ
タ
ロ

グ
が
置
い
て
あ
っ
た
。

　
「
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
困
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
こ
ん
な
の
が
あ
る
よ
っ
て
す
ぐ

教
え
ら
れ
る
。
予
備
知
識
は
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
。
自
分
が
元
気

な
う
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
皆
さ
ん

の
役
に
立
ち
た
い
ん
で
す
よ
」。

PROFILE

「ボランティアは地域への恩返し」。
交通安全活動や各種ボランティア活動で大忙し

手作りのコースターやペン
立てが並ぶ髙田さんの工房。
大工の経験を生かし室ノ久
保中学校（平成 17 年度閉
校）の技術指導員の経験も

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
保
育

所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

①
受
付
期
間　

23
年
１
月
５

日
水
～
18
日
火

②
受
付
場
所　

希
望
す
る
各

保
育
所

③
入
所
で
き
る
児
童

共
働
き
（
内
職
、
自
営
業
な
ど

を
含
む
）、
病
気
、
出
産
予
定
、

同
居
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い

平成 23 年度保育所入所児童募集
乳児保育・一時保育事業のお知らせ

面接日 面接時間 希望する保育所（面接場所）

1 月 25 日火
９：３０～ 泊保育所（同所）

１３：３０～ 泊第二保育所（同所）

1 月 26 日水

９：３０～ 尾駮保育所（同所）

１３：３０～ 平沼保育所（同所）

１５：３０～ 倉内へき地保育所（同所）

1 月 27 日木
９：３０～ 千歳平保育所（同所）

１３：３０～ 戸鎖へき地保育所（同所）

1 月 28 日金 ９：３０～ 広域保育所（役場福祉課）

る
な
ど
の
理
由
で
、
保
護
者
が

保
育
で
き
な
い
児
童

④
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

母
親
の
就
労
証
明
書（
病
気
、

出
産
な
ど
の
場
合
は
、
そ
れ

を
証
明
で
き
る
も
の
）

　

自
営
業
や
農
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
人
は
、
民
生
委
員
や

農
業
委
員
か
ら
の
就
労
状
況
確

認
書
が
必
要
で
す
。そ
の
ほ
か
、

保
育
料
決
定
の
た
め
に
必
要
な

書
類
（
給
与
所
得
の
人
は
22
年

分
の
源
泉
徴
収
票
。
確
定
申
告

を
す
る
人
は
申
告
後
、
22
年
分

確
定
申
告
書
の
控
、
22
年
分
の

村
民
税
課
税
証
明
書
）
を
併
せ

て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
中

の
人
は
、
就
労
証
明
書
、
家
庭

状
況
、
22
年
分
の
源
泉
徴
収
票

を
、
確
定
申
告
を
す
る
人
は
申

告
後
、
22
年
分
の
確
定
申
告
の

控
え
と
22
年
分
の
村
民
税
課
税

証
明
書
を
入
所
中
の
各
保
育
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日

面
接
に
来
れ
な
い
人
は
、
10
日

以
内
に
福
祉
課
へ
来
て
く
だ
さ

い
。
４
月
以
降
は
随
時
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
所

希
望
の
人
は
希
望
す
る
保
育
所

ま
た
は
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
４
）

●
乳
児
保
育
・
一
時
保
育
事

業
の
お
知
ら
せ

　

村
は
、
次
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●面接日程

■
乳
児
（
０
歳
児
）
保
育

○
実
施
保
育
所　

千
歳
平
保

育
所

○
定
員　

６
人
程
度

○
時
間　

基
本
的
に
は
平
常

保
育
時
間
（
保
護
者
の
仕
事

の
状
況
に
よ
り
応
相
談
）

○
対
象
児
童　

保
育
に
欠
け

る
産
休
明
け（
２
カ
月
程
度
）

の
健
康
な
子
ど
も

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

千
歳
平
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
74
）
２
２
３
３

■
一
時
保
育

○
実
施
保
育
所

・
泊
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
１
２
８

・
泊
第
二
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
６
４
２

・
尾
駮
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
２

・
平
沼
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
１
１
２

○
時
間　

午
前
７
時
30
分
～

午
後
６
時

○
対
象
児
童　

保
育
所
に
入

所
し
て
い
な
い
六
ヶ
所
村
に

住
所
を
有
す
る
就
学
前
の
児

童
（
普
通
食
・
歩
行
が
可
能

な
１
歳
以
上
児
）
で
、
次
の

①
～
③
に
該
当

①
保
護
者
の
勤
務
形
態
等
に

よ
り
家
庭
に
お
け
る
育
児
が

断
続
的
に
困
難
と
な
り
一
時

的
に
保
育
が
必
要
と
な
る
児

童②
保
護
者
の
疾
病
・
入
院
な

ど
に
よ
り
、
緊
急
・
一
時
的

に
保
育
が
必
要
と
な
る
児
童

③
保
護
者
の
私
的
な
理
由
に

よ
り
、
一
時
的
に
保
育
が
必

要
と
な
る
児
童

○
申
し
込
み
方
法　

希
望
す

る
日
の
前
日
ま
で
、
各
保
育

所
へ
電
話

○
利
用
料
金

①
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６

時
の
間
で
４
時
間
を
超
え
て

利
用
し
た
場
合
（
昼
食
、
お

や
つ
な
ど
を
含
む
）

１
，
２
０
０
円

②
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６

時
の
間
で
４
時
間
以
内
で
利

用
し
た
場
合

６
０
０
円

（
昼
食
を
提
供
し
た
場
合

２
０
０
円
の
加
算
）
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教育Education

　
医療Medical　International Exchange国際交流

クリスマスデコレーションと料理、一緒に作りませんか。
国際交流員マイケ　　　が教える「ドイツ流クリスマスの過ごし方」

①
ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
り

　

ド
イ
ツ
の
冬

の
楽
し
み
の
一

つ
は
家
の
中
を

ク
リ
ス
マ
ス
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
飾

る
こ
と
。
窓
に
貼
れ
る
星
や

テ
ー
ブ
ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
め
る
よ
う
な
飾
り
を
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

親
子
・
一
般

■
日
時　

12
月
11
日
土
午
前

10
時
～
午
後
１
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
人
数　

20
人

②
ク
リ
ス
マ
ス
の
料
理
教
室

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
ク
リ
ス
マ

ス
の
時
期
に
よ
く
食
べ
る
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。
お
い
し

い
焼
き
り
ん
ご
や
ク
リ
ス
マ

に
ア
パ
ー
ト
に
迎
え
に
行
き

ま
す
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
朝
６
時
に

起
き
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
わ
た

し
。「
じ
ゃ
あ
、
７
時
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
事
で
７

時
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し

た
り
、
散
歩
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
あ
る
時
、「
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
好
き
で
す
」
と
話

し
た
と
こ
ろ
、「
私
も
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
す
る
ん
で
す

よ
。
朝
６
時
に
体
育
館
で
練

習
し
て
い
る
の
で
、
練
習
し

た
か
っ
た
ら
来
て
く
だ
さ

い
」「
す
み
ま
せ
ん
、
朝
は

ち
ょ
っ
と
…
」。
ま
た
あ
る

時
は
、「
髙
田
さ
ん
、
フ
ッ

ト
サ
ル
を
し
ま
し
ょ
う
。
土

曜
日
の
朝
、
だ
い
た
い
毎
週

練
習
し
て
い
る
の
で
、
迎
え

に
行
き
ま
す
よ
」「
え
？
朝

か
ら
で
す
か
…
？
」。

　

こ
の
他
に
も
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
に
通
う
人
、
登
山
に
出
発

す
る
人
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す

る
人
な
ど
、
朝
か
ら
活
動
す

る
人
が
多
く
、
20
代
の
若
い

ス
の
お
菓
子
な
ど
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
13
日
月
午
後

６
時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
人
数　

10
人

■
参
加
費　

材
料
費
実
費

■
申
込
期
限　

①
②
と
も　

12
月
９
日
木

「
ヤ
ン
ヤ
ン
郡
の
人
た
ち
は

朝
か
ら
と
て
も
元
気
で
す
」

　

こ
ん
に
ち
は
。
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

派
遣
職
員
の
髙
田
勇
貴
で
す
。

　

11
月
に
入
り
、
ヤ
ン
ヤ
ン

は
急
に
冷
え
込
ん
で
き
ま
し

た
。
コ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い

季
節
と
な
り
、
秋
も
い
よ
い

よ
終
わ
ろ
う
か
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
ヤ
ン
ヤ
ン
の
人

た
ち
は
朝
か
ら
と
て
も
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
運
動
が
趣
味

で
す
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
じ
ゃ
あ
、
一
緒
に
ジ
ョ
ギ

ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。
朝
６
時

人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
ご
年

配
の
方
々
も
朝
か
ら
非
常
に

活
発
で
す
。
も
ち
ろ
ん
朝
だ

け
で
な
く
、
退
勤
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

至
る
と
こ
ろ
で
運
動
す
る
な

ど
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
人
が
多
く
、

非
常
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
驚
い
た
の
が
、
ス

ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
姿
勢
で

す
。「
髙
田
さ
ん
、
最
近
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
練
習
に
来
な

い
ね
」「
え
え
、
手
首
が
痛

く
て
」「
若
い
か
ら
大
丈
夫

で
す
。
ま
た
、
練
習
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
」「
髙
田
さ
ん
、

来
週
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合

が
あ
る
か
ら
準
備
し
て
く
だ

さ
い
ね
」「
え
？
試
合
に
は

出
ま
せ
ん
よ
。
練
習
だ
け
で

充
分
で
す
よ
」「
大
丈
夫
、

１
泊
２
日
だ
か
ら
、
わ
た
し

か
ら
担
当
者
に
連
絡
し
て
お

き
ま
す
よ
」
と
、
ま
る
で
学

生
時
代
の
部
活
並
み
に
気
合

が
入
っ
て
い
ま
す
。
ご
年
配

の
方
々
は
、
テ
ー
ピ
ン
グ
や

サ
ポ
ー
タ
ー
を
巻
い
て
練
習

し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
と
ん
や
る
ぞ
、
と
い

う
こ
の
気
持
ち
の
強
さ
に
感

銘
を
受
け
て
い
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。

　

韓
国
の
映
画
を
見
な
が

ら
、
簡
単
な
韓
国
語
を
覚
え

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
日
本
語

の
字
幕
が
あ
る
の
で
安
心
で

す
。
土
曜
日
の
午
後
、
気
軽

に
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
11
日
土　

午

後
２
時
～
４
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

「
ス
ワ
ニ
ー
」　

■
申
込
み
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
６
２

ステンドグラス風の窓飾りはクリ
スマスを一層盛り上げてくれます

ヤンヤン郡庁の皆さんとフットサルの試合。
わたしも出場しました（右）

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

韓
国
の
映
画
で
、
簡

単
な
韓
国
語
を
覚
え

ま
し
ょ
う

尾駮診療所　内科医長

大谷 啓介

咳で悩んでいる人は、ぜひ診療所へ
咳の症状を自分で判断せず、受診しましょう

　

診
療
所
の
大
谷
で
す
。
こ

の
間
ま
で
は
秋
の
息
吹
で
ぽ

か
ぽ
か
し
て
い
た
と
思
っ
た

ら
、
急
に
肌
寒
く
な
り
冬
ら

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
青

森
生
ま
れ
青
森
育
ち
の
わ
た

し
と
し
て
は
、
い
よ
い
よ
そ

れ
ら
し
い
季
節
だ
な
と
少
し

わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
柄
、
最
近
診
療
所
で

も
咳
を
訴
え
て
来
院
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

咳
が
長
く
続
い
て
「
ろ
く

ま
く
〈
胸
膜
炎
〉
で
な
い
で

す
か
」、「
は
い
び
ょ
う
〈
肺

結
核
〉
で
は
…
」
な
ど
な
ど

…
。
Ｔ
Ｖ
や
Ｃ
Ｍ
の
影
響
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
皆
さ

ま
の
結
核
に
対
す
る
関
心
は

強
い
よ
う
で
す
。

　

咳
が
長
く
続
く
…
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
探
す
と
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
が
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
結
果
と
し
て
原
因
が

分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
方
も

多
い
よ
う
で
す
。

　

我
々
は
、
ま
ず
診
断
を
す

る
上
で
咳
の
始
ま
り
か
ら
▽

現
時
点
ま
で
の
経
過
▽
咳
の

起
こ
る
時
間
帯
▽
咳
の
詳
し

い
症
状
▽
痰
▽
咳
以
外
の
症

状
の
有
無
―
な
ど
症
状
を
詳

し
く
聞
き
分
析
し
ま
す
。
そ

れ
と
患
者
さ
ん
の
背
景
（
住

居
、
家
族
、
処
方
さ
れ
て
い

る
薬
な
ど
）を
重
ね
合
わ
せ
、

疾
患
を
推
定
し
ま
す
。
そ
の

上
で
▽
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る

▽
痰
を
取
っ
て
調
べ
る
▽
採

血
を
す
る
―
な
ど
疾
患
に
あ

わ
せ
て
の
検
査
や
、
症
状
の

経
過
を
見
る
た
め
時
間
を
お

い
て
再
受
診
し
て
い
た
だ
く

な
ど
で
診
断
し
て
い
ま
す
。

　

咳
に
対
し
て
検
査
の
前
に

色
々
お
話
を
聞
く
の
は
こ
の

た
め
な
の
で
す
。

　

Ｔ
Ｖ
や
Ｃ
Ｍ
を
見
る
と
恐

怖
心
や
危
機
感
を
か

な
り
抱
か
せ
る
内
容

で
心
配
し
て
来
院
さ

れ
る
方
が
多
い
よ
う

で
す
。
困
っ
た
ら
一

度
受
診
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

強豪相手に、懸命にたすきつなぐ
泊中が東北中学校男子駅伝大会初出場

　

泊
中
学
校
（
村
中
正
人
校

長
、
生
徒
１
２
７
人
）
が
10

月
30
日
、
東
北
町
北
総
合
運

動
公
園
で
開
か
れ
た
第
26
回

東
北
中
学
校
男
子
駅
伝
競
走

大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

開
催
県
以
外
の
各
県
か

ら
３
チ
ー
ム
ず
つ
、
青
森

県
か
ら
は
開
催
地
枠
を
含
め

７
チ
ー
ム
が
出
場
し
健
脚
を

競
っ
た
同
大
会
。
泊
中
は
県

予
選
で
出
場
27
チ
ー
ム
中
７

位
と
な
り
、
大
会
出
場
５
年

目
に
し
て
念
願
の
初
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
全
校
生
徒
が

会
場
に
駆
け
付
け
選
手
た
ち

を
応
援
。
６
人
の
選
手
が
懸

命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
が
、
東
北
地
区
強
豪
校
の

走
り
を
目
の
前
に
思
う
よ
う

に
タ
イ
ム
が
伸
び
ず
22
位
で

の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
カ
ー
６
区
を
走
っ
た

中
村
一
翔
さ
ん
は
「
緊
張
し

て
思
う
よ
う
に
力
を
出
し
切

れ
な
か
っ
た
」、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
瀬
川
隼
平
さ
ん
（
１
区
）

は
「
来
年
の
選
手
た
ち
に
は
、

全
力
で
最
大
限
の
力
を
出
し

切
れ
る
よ
う
な
走
り
を
し
て

ほ
し
い
」
と
望
み
を
来
年
に

つ
な
げ
ま
し
た
。

　

村
中
校
長
は
「
選
手
た
ち

は
サ
ッ
カ
ー
部
や
各
部
の
選

抜
。
本
来
の
部
活
と
の
両
立

の
中
で
、
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
た
。
応
援
し
た
生
徒
や
わ

た
し
た
ち
も
た
く
さ
ん
元
気

を
も
ら
っ
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

上 _東北大会出場メンバー
下 _5 区長根瑛選手からたすきを
受け取るアンカーの中村一翔選
手

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

教
育

医
療

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

教
育

医
療
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お
酒
は
、
適
度
な
量
を
適

切
に
飲
め
ば
健
康
に
も
良
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
と
し
て
も
役
立
つ
飲
み
物

で
す
。
一
方
で
、大
量
に
飲
む
、

ま
た
は
イ
ッ
キ
飲
み
な
ど
、

飲
み
方
を
誤
る
と
体
と
心
を

こ
わ
し
て
し
ま
う
危
険
性
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

成
年
者
飲
酒
や
飲
酒
運
転
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
適
正
飲
酒
の
10
カ
条
■

①
談
笑
し
、
楽
し
く
飲
む
の

が
基
本
で
す

②
食
べ
な
が
ら
、
適
量
範
囲

で
ゆ
っ
く
り
と

③
強
い
酒
、
薄
め
て
飲
む
の

が
オ
ス
ス
メ
で
す

④
つ
く
ろ
う
よ
、
週
に
２
日

は
休
肝
日

⑤
や
め
よ
う
よ
、
き
り
な
く

長
い
飲
み
続
け

⑥
許
さ
な
い
、
他
人
へ
の
無

理
強
い
・
イ
ッ
キ
飲
み

⑦
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
と
一
緒

は
危
険
で
す

⑧
飲
ま
な
い
で
、
妊
娠
中
と

授
乳
期
は

⑨
飲
酒
後
の
、
運
動
・
入
浴

要
注
意

適性飲酒で、楽しい生活を送ろう
10カ条を守り、適度にお酒をたしなみましょう

⑩
肝
臓
な
ど
、
定
期
検
査
を

忘
れ
ず
に
〈
参
考
：
社
団
法
人

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
医
学
協
会
〉

　

中
学
１
年
生
・
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
を

対
象
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予

防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
、
患
者
千
人
に

一
人
の
割
合
で
脳
炎
が
発
症

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
10

代
か
ら
20
代
の
人
は
、
免
疫

が
徐
々
に
弱
ま
っ
て
く
る
た

め
感
染
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
本
年
４
月
に

予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
接
種
に
は
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
接
種
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
麻
し
ん

（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
も

ち
ろ
ん
、
１
回
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人
も
２
回
目
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
麻
し
ん
・
風
し

ん
両
方
に
罹
患
し
た
人
は
接

種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
に
罹
患
し
た

人
は
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予

防
接
種
に
つ
い
て

今月の歯ッピーエンゼルたち
10 月 26 日の３歳児健診で虫歯の
なかった子どもたちです

野田 美羽ちゃん

清水 雄平くん

附田 悠空ちゃん

橋本 剛徳くん橋本 恵徳くん

清水 咲希ちゃん

和田 桜颯くん

よい歯で
歯ッピー

　

青
森
県
は
、
12
月
１
日
水

か
ら
翌
年
の
１
月
５
日
水
ま

で
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取

締
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
何
か
と
慌
わ

た
だ
し
く
、
心
に
ゆ
と
り
が

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の

た
め
、
心
の
す
き
を
ね
ら
わ

れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か

ら
犯
罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
県
民
の
皆
さ
ん
は
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
強
盗
対
策

　

年
末
は
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
パ
チ

ン
コ
景
品
交
換
所
な
ど
多
額

の
現
金
を
取
り
扱
う
と
こ

ろ
が
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の

で
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

▽
防
犯
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
な

ど
防
犯
設
備
の
整
備
・
点
検

▽
強
盗
模
擬
訓
練
の
実
施
▽

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
設
置

▽
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
お
け
る
深
夜
時
間
帯
の
複

数
勤
務
体
制
―
な
ど
に
心
が

け
、
防
犯
体
制
を
一
層
強
化

し
ま
し
ょ
う
。

■
ひ
っ
た
く
り
対
策

　

夜
間
に
通
行
す
る
際
に
は

明
る
く
人
通
り
が
多
い
、
歩

道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
整

備
さ
れ
た
道
路
を
通
行
し
、

バ
ッ
グ
な
ど
は
車
道
と
反
対

側
に
持
ち
、
周
囲
を
十
分
に

警
戒
し
ま
し
ょ
う
。
自
転
車

を
利
用
す
る
際
は
、
前
か
ご

に
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
侵
入
窃
盗
対
策

　

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入

窃
盗
の
特
徴
と
し
て
、
被
害

者
の
約
７
割
が
無
施
錠
で
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
出
か
け
る
機

会
が
多
く
な
り
、
家
を
留
守
に

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
お
出
か

け
の
際
は
隣
近
所
に
一
声
か

け
、確
実
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
性
能
の
高
い
錠
や
防
犯
ガ

ラ
ス
に
取
り
替
え
た
り
、
警
報

装
置
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど

の
防
犯
器
具
を
活
用
す
る
こ
と

も
有
効
で
す
。

■
車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗

対
策

　

車
両
か
ら
離
れ
る
際
は
、

車
内
に
バ
ッ
グ
や
貴
重
品
を

置
き
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
短

い
時
間
で
も
窓
を
完
全
に
閉

め
、
確
実
に
ド
ア
ロ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
盗
難
防

止
の
た
め
に
イ
モ
ビ
ラ
イ

ザ
ー
や
警
報
装
置
を
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。
県
民
生
活
の

安
全
と
平
穏
の
確
保
の
た
め
、

活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

                                                                                　

ま
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
冬
休

み
。
年
末
年
始
の
行
事
が
重

な
り
、
大
人
も
子
ど
も
も
何

か
と
落
ち
着
か
な
い
時
期
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
冬
休
み

の
開
放
感
や
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な

り
、
飲
酒
や
喫
煙
、
夜
遊
び
、

無
断
外
泊
、
万
引
き
な
ど
の

誘
惑
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
行
動
に
関
心
を
も
ち
、
非

行
の
防
止
と
犯
罪
被
害
に
遭

わ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■
少
年
問
題
に
関
す
る
ご
相
談
は

《
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
》

℡
０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

（
警
察
本
部
少
年
課
）

※
受
け
付
け
は
、
土
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

《
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル
》

yo
u

n
g

m
ail-587867@

extra.ocn.ne.jp

※
受
付
は
24
時
間
、
回
答
は

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
２
～
３
日
後

《
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ピ
ア
・
ナ
ビ
）》

http://w
w

w
.police.pref.

ao
m

o
ri.jp

/se
ian

b
u

/
syo

u
n

en
/p

eern
avi.

index.htm
l

　

困
っ
た
こ
と
、
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
早
め
に
相
談
し
て
解

決
し
よ
う
。

　

平
成
22
年
12
月
29
日

か
ら
23
年
１
月
３
日
ま
で

は
、
年
末
年
始
の
休
日
と

な
り
ま
す
。
運
転
免
許
業

務
の
実
施
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

年末年始の犯罪・事故を防止しよう
12月1日から翌年1月5日までは特別警戒取り締まりを実施

②10月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
10 月中 累計 累計

10 178 164 ＋ 14

①10月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比10 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

2 0 2 14 0 17 24 0 32 -10 0 -15

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,636 日達成！（10 月 31 日現在）

■
更
新
手
続
き
、
再
交
付
申

請
、
国
外
運
転
免
許
申
請

22
年
最
終
日　

12
月
28
日
火

23
年
開
始
日　

１
月
４
日
火

■
受
付
場
所　

▽
青
森
県
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
▽
弘
前
自

動
車
運
転
免
許
試
験
場
▽
八

戸
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場

（
八
戸
警
察
署
）
▽
県
内
各
警

察
署
（
青
森
お
よ
び
弘
前
署

を
除
く
。
た
だ
し
、
青
森
署

の
平
内
交
番
は
含
み
ま
す
。）

問
青
森
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
０
０
８
１

冬
休
み
中
の
少
年
の

非
行
と
犯
罪
被
害
を

な
く
そ
う

年
末
年
始
の
運
転

免
許
業
務
の
お
知

ら
せ

種　　類 対　　象 受付時間 1 月 2 月 3 月
エイズに関する相談 一般県民 13：00 ～ 14：00 5、19 日 2、16 日 2、16 日

Ｂ・Ｃ型肝炎検査（有料） 一般県民 11：00 ～ 11：30 5、19 日 2、16 日 2、16 日

療育相談 発達が気になる児童
継続 9：30 ～ 10：30

新規 10：30 ～ 11：00
23 日

女性健康相談 思春期から更年期に至る女性 10：00~10：30 18 日 15 日 15 日
精神保健福祉相談 精神・神経・飲酒等の相談 13：00 ～ 14：00 26 日 16 日 23 日

●上十三保健所からのお知らせ　以下の相談を受け付けています。どうぞ利用してください。

問上十三保健所　☎ 0176（23）4261

中村 紫流くん

■内容　赤ちゃんの体についての学習、妊娠中の
口腔衛生、離乳食の調理実習
■日時　12 月 15 日水午前 10 時～正午
■場所　保健相談センター
■持ち物　母子手帳、エプロン
■申込期限　12 月 10 日金
■申込先　健康課 ℡ 0175（72）2111（内線 148）

「マタニティ教室参加者募集」

「自死遺族のつどい」参加者募集
大切な人を亡くしたあなたへ

■内容　同じ思いを抱えている人が集まり、自分
の体験や思いを心おきなくありのままに話し合え
ます（その場にいるだけでも、聴くだけでもかま
いません。）。
■日時　12 月 11 日土午後 1 時 30 分～３時 30 分
■場所　八戸駅　ユートリー４階
■問い合わせ・申込先　
青森県立精神保健福祉センター ( 担当 中村・山田・
鈴木 ) ℡ 017(787)3951

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

教
育

医
療

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

教
育

医
療
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髙
田
直
治
さ
ん
（
鷹
架
字
前

田
）
が
10
月
29
日
、
今
年
３
月

に
亡
く
な
っ
た
妻
と
み
ゑ
さ
ん

の
作
品
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
５
点

を
村
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

和
紙
ち
ぎ
り
絵
は
と
み
ゑ
さ

ん
が
生
前
、
熱
心
に
創
作
に
取

り
組
ん
で
い
た
の
も
の
で
、
遺

し
た
作
品
は
60
点
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か

ら
、
完
成
ま
で
１
カ
月
か
か
っ

た
『
ひ
ま
わ
り
の
里
』
や
バ
ラ

や
ひ
ま
わ
り
な
ど
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
、
穏
や
か
な
色
合
い
の

作
品
５
点
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

作
品
の
う
ち
４
点
は
す
で
に
役

場
、
尾
駮
診
療
所
と
ス
ワ
ニ
ー

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
ひ
ま
わ

り
の
里
は
役
場
２
階
廊
下
へ
展

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

同
日
村
長
室
で
開
か
れ
た
寄

贈
式
で
、古
川
健
治
村
長
は「
こ

れ
ま
で
の
作
品
と
同
様
に
、
大

切
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

秋
戸
元
太
郎
さ
ん
（
尾
駮
字

二
又
）
が
11
月
17
日
、
村
へ
神

楽
堂
と
能
面
６
面
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

同
日
村
立
郷
土
館
で
開
か
れ

た
寄
贈
式
で
、
代
理
で
出
席
し

た
妻
の
ミ
ノ
コ
さ
ん
か
ら
古
川

健
治
村
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
古
川
村
長
は
「
秋
戸

さ
ん
は
六
ヶ
所
の
名
工
。
立
派

な
芸
術
品
を
こ
れ
か
ら
長
く
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
神
楽
堂
は
、
高

さ
１
６
０
㌢
×
幅
１
５
０
㌢
。

３
年
前
に
郷
土
館
が
秋
戸
さ
ん

に
制
作
を
委
託
し
て
い
た
獅
子

頭
用
に
と
、
秋
戸
さ
ん
が
独
自

で
制
作
し
た
も
の
。
今
年
の
文

化
祭
（
10
月
31
日
～
11
月
１
日
）

で
初
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
郷
土
館
内
に
展
示
。
制
作
工

程
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
観
賞
で
き
ま
す
。

　

ミ
ノ
コ
さ
ん
は
「（
元
太
郎

さ
ん
が
）
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と

作
っ
て
い
た
。
孫
た
ち
に
も
ぜ

ひ
展
示
さ
れ
た
神
楽
堂
を
見
て

ほ
し
い
。
元
太
郎
さ
ん
と
一
緒

に
見
に
来
た
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
永
木
精
機
（
永
木

孝
幸
代
表
取
締
役
社
長
）
の
社

員
25
人
が
10
月
30
日
、
同
社
工

場
の
周
囲
約
１
㌔
で
ご
み
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
地
域
の
環
境
美
化
活

動
と
社
員
の
環
境
意
識
の
向
上

を
目
的
に
、
昨
年
か
ら
ご
み
拾

い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
新
城
平
方

面
、
国
道
３
３
８
号
線
バ
イ
パ

ス
方
面
な
ど
４
つ
の
班
に
分
か

れ
て
、
１
２
０
㌔
の
ご
み
を
拾

い
ま
し
た
。
担
当
の
長
畑
達
広

さ
ん
は
「
昨
年
と
比
較
し
て
今

年
は
ゴ
ミ
の
量
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
後
も
地
元
環

境
の
美
化
に
少
し
で
も
役
に
立

つ
よ
う
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
24
回
上
十
三
地
区
地
域
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10

月
17
日
、
総
合
体
育
館
と
泊
小
学

校
体
育
館
で
開
か
れ
、
上
十
三
地

域
の
選
手
約
２
０
０
人
が
さ
わ

や
か
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

〈
結
果
は
次
の
と
お
り
〉

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

優
勝　

十

和
田
Ａ
（
十
和
田
市
）
▽
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

●
混
合
の

部　

優
勝　

駒
街
道
（
十
和
田

市
）　

●
女
子
の
部　

優
勝　

Ａ
Ａ
Ａ
（
野
辺
地
町
）
▽
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

優
勝　

十
和

田
熟
年
卓
球
ク
ラ
ブ
（
十
和
田

市
）
奥
山
実
、
田
中
貞
子

　

２
０
１
０
年
12
月
４
日
、
東

北
新
幹
線
全
線
開
業
と
Ｊ
Ｒ
大

湊
線
へ
の
新
型
リ
ゾ
ー
ト
列

車
「
リ
ゾ
ー
ト
あ
す
な
ろ
」
の

導
入
を
記
念
し
て
、
Ｊ
Ｒ
下
北

駅
前
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
『
下
北

ほ
っ
か
む
り
行
商
隊
』
を
開
催

し
ま
す
。
名
前
の
と
お
り
、
ほ

っ
か
む
り
し
た
行
商
に
見
立
て

た
売
り
子
が
駅
構
内
を
歩
き
回

り
、「
デ
パ
ー
ト
で
は
売
っ
て

い
な
い
下
北
ら
し
い
食
・
土

産
」
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
昔
懐
か
し

い
商
品
や
振
る
舞
い
鍋
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
下
北
駅
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

12
月
４
日
土
、
５
日

日 

午
前
11
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

下
北
駅
前
、
下
北
駅
構

内
、
リ
ゾ
ー
ト
あ
す
な
ろ
列
車
内

■
主
催　

ぷ
ら
っ
と
下
北

■
共
催　

下
北
観
光
協
議
会

■
そ
の
他　

11
月
14
日
に
実
施

し
た
「
下
北
ら
し
さ
っ
て
何
だ

べ
?!
み
ん
な
で
シ
モ
キ
タ
鑑
定

談
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
続
く
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
す

問
ぷ
ら
っ
と
下
北
事
務
局

☎
・

Fax
０
１
７
５
（
23
）
０
０
６
７

●
小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、

個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
な
ど

の
役
員
が
事
業
を
や
め
た
り
退

職
し
た
り
し
た
場
合
に
、
生
活

の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る

た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共

済
制
度
。
い
わ
ば
「
小
規
模
企

業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金

制
度
」
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金

は
全
額
所
得
控
除
。
受
け
取
る

共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
ま
た

は
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
扱

い
と
な
り
ま
す
。

●
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
制
度（
中

小
企
業
倒
廃
止
防
止
共
済
制
度
）

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
制
度

は
、
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が

原
因
で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に

直
面
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
資

金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守
る

た
め
に
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
。
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、

積
み
立
て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲

内
（
最
高
３
，
２
０
０
万
円
）

で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借

り
入
れ
可
能
。
毎
月
の
掛
け
金

も
税
法
上
、
必
要
経
費
ま
た
は

損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
の
問
い
合
わ
せ

と
加
入
申
し
込
み
は
、商
工
会
、

商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
の
本

支
店
の
窓
口
で
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
制
度
の
運
用
は
、
独
立
行

政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
共
済

制
度
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w.
sm

rj.go.jp/kyosai/index.htm
l

問
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０
（
５
５
４
１
）
７
１
７
１

■
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き

る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作

為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
人
数
は
毎
年
変
動

し
ま
す
が
、
平
成
23
年
分
は
全

国
で
31
万
６
，０
０
０
人
で
す
。

■
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

　

平
成
23
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
と
い
う
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
ご

ろ
か
ら
24
年
２
月
ご
ろ
ま
で
の

間
に
裁
判
所
に
来
て
い
た
だ

き
、
裁
判
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
伝
え
、

心
の
準
備
を
し
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
す
。こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
裁
判
所
に

来
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
併
せ
て
調
査
票
を
送

付
し
ま
す
。
こ
れ
は
裁
判
員
候

補
者
の
事
情
を
把
握
し
、
裁
判

員
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
し
な
か

っ
た
場
合
で
も
、
裁
判
当
日
（
専

任
手
続
き
時
）
な
ど
で
の
辞
退
も

可
能
で
す
。
裁
判
員
制
度
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

祝
・
東
北
新
幹
線
全
線

開
業
『
下
北
ほ
っ
か
む

り
行
商
隊
』
開
催

髙
田
直
治
さ
ん
が
村
へ

和
紙
ち
ぎ
り
絵
を
寄
贈

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な

く
名
簿
記
載
通
知
を
発

送
し
ま
す

　手作りの門松で、新年を迎え
ませんか。皆さんの多数の参加
をお待ちしています。
■ 日 時　12 月 23 日木午前９
時 30 分（受付）
■場所　村立郷土館（多目的ホ
ール）
■材料費　一組（一対）2,000
円
■募集組数　30 組
■申し込み開始　12 月７日火

（定員になり次第締め切り）
■準備するもの　剪定ばさみ・
軍手・昼食
＊昼食時に餅つきをします。豚汁も

用意します

■注意事項　はさみを使いま
す。作業中のけがなどは自己責
任でお願いします
問村立郷土館　高橋、秋田
☎ 0175（72）2306

上
十
三
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
か
れ
る

10 月の農業委員会定例総会
が 10 月 20 日、役場分庁舎３
階大会議室で開催され、下記案
件が原案通り議決・承認されま
した。
■報告第 11 号　農地法第４条
の規定による農地転用届出につ
いて　　　　　　　1 件 500㎡
■議案第 31 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

3 件 36,061㎡
■議案第 32 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について　　　　2 件 3,346㎡
＊総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

問農業委員会
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

門松づくり
参加者募集

小
規
模
企
業
共
済
制
度
・

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
廃
止
防
止

共
済
制
度
）
の
ご
案
内

秋
戸
元
太
郎
さ
ん
が
神

楽
堂
な
ど
を
寄
贈

㈱
永
木
精
機
社
員
が
工

場
周
辺
で
ご
み
拾
い

ゲートボール競技に出場した六ヶ所Ａチーム
の田中傳蔵さん

国道沿いのごみを拾う永木精機社員の皆さん

神楽堂とミノコさん（右）と古川村長

とみゑさんの作品『ひまわりの里』を持つ
髙田さん（右）と古川村長（左）

 Rokkasho News and Information
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複
数
の
業
者
か
ら
借
金
を
抱

え
て
い
る
人
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

　

借
金
問
題
解
決
に
向
け
て
、

相
談
や
専
門
家
へ
の
連
絡
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
者
の
個
人
情
報

は
保
護
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
２
１
２

　

日
本
年
金
機
構
は
平
成
21
年

度
か
ら
、
国
民
年
金
お
よ
び
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ま
に
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金

の
見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
、
毎
年

誕
生
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
通
知
す
る
内
容

●
節
目
年
齢
児
（
35
歳
、45
歳
、

58
歳
）
の
人

　

次
に
つ
い
て
更
新
し
た
内
容

を
通
知
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
な
ど
）

②
50
歳
未
満
の
人
に
は
加
入
実

績
に
応
じ
た
年
金
見
込
み
額
。

50
歳
以
上
の
人
に
は
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
作
成
時
点
の
加
入
制

度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場
合

の
将
来
の
年
金
見
込
み
額
。（
す

で
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停
止

中
も
含
む
）
の
人
に
は
通
知
し

ま
せ
ん
）

③
保
険
料
の
納
付
額
（
被
保
険

者
負
担
分
累
計
）

④
年
金
加
入
履
歴（
加
入
制
度
、

事
業
所
名
称
、
被
保
険
者
資
格

取
得
・
喪
失
年
月
日
な
ど
）

⑤
厚
生
年
金
の
全
て
の
期
間
の

月
ご
と
の
標
準
報
酬
月
額
・
賞

与
額
、
保
険
料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
全
て
の
期
間
の

月
ご
と
の
保
険
料
納
付
状
況

（
納
付
、
未
納
、
免
除
等
の
別
）

●
そ
の
他
の
人

　

①
～
③
に
つ
い
て
は
更
新
し

た
も
の
、
ま
た
⑤
お
よ
び
⑥
に

つ
い
て
は
、
直
近
一
年
分
を
通

知
し
ま
す
。

　

受
け
取
っ
た
際
は
加
入
記
録
・

記
載
内
容
に
も
れ
や
誤
り
が
な

い
か
十
分
に
確
認
し
、
訂
正
が
あ

っ
た
場
合
、
同
封
の
「
年
金
加
入

記
録
回
投
票
」
で
回
答
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は

０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

＊
受
付
時
間　

〈
月
～
金
曜
日
〉
午
前
９
時
～

午
後
８
時

〈
第
２
土
曜
日
〉
午
前
９
時
～

午
後
８
時

＊
こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
は
、「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
は
、

基
地
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
中

で
自
衛
隊
お
よ
び
防
衛
問
題
に

関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
基

地
見
学
な
ど
を
通
じ
て
意
見
お

よ
び
要
望
を
聞
く
、
三
沢
基
地

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
域

三
沢
市
、
十
和
田
市
、
上
北
郡

■
募
集
年
齢

20
歳
代
か
ら
50
歳
代
の
男
女

■
募
集
定
員

若
干
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
選
考
の
上
連
絡
し
ま
す
）

■
委
嘱
期
間

23
年
４
月
～
24
年
３
月

■
活
動
予
定
内
容

①
基
地
内
お
よ
び
職
場
見
学
な
ど

②
航
空
機
体
験
搭
乗
な
ど

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
モ
ニ

タ
ー
会
議

■
申
込
先

は
が
き
に
▽
住
所
▽
氏
名
▽
年

齢
▽
職
業
▽
電
話
番
号
―
を
明

記
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
先

〒
０
３
３
―
８
６
０
４　

三
沢
市

後
久
保
１
２
５
―
７　

航
空
自
衛

隊
三
沢
基
地
渉
外
室
広
報
班

■
申
込
期
限

22
年
12
月
17
日
金
必
着

問
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
渉
外

室
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

内
線
３
３
１
３

　

む
つ
総
合
病
院
の
休
診
日

は
、
年
末
の
12
月
29
日
水
か
ら

翌
年
の
１
月
３
日
月
ま
で
で

す
。
な
お
、
救
急
患
者
は
24
時

間
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

問
む
つ
総
合
病
院
総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
７
５
（
22
）
２
１
１
１

内
線
３
２
２
１

■
売
り
払
い
物
件　

旧
医
師
住

宅
跡
地

■
所
在
地
番　

野
辺
地
町
字
二

本
木
向
前
田
25
番
10

■
地
目
（
現
況
）　

田
（
宅
地
）

■
面
積　

５
２
１
・
０
㎡

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

■
用
途　

１
住
居

■
容
積
率
・
建
ぺ
い
率

２
０
０
／
60

■
説
明
会

○
日
時　

12
月
10
日
金
午
後
１

時
30
分
か
ら

○
場
所　

公
立
野
辺
地
病
院
中

央
棟
５
階
会
議
室

■
入
札

○
日
時　

12
月
20
日
月
午
後
１

時
30
分
か
ら

○
場
所　

公
立
野
辺
地
病
院
中

央
棟
５
階
会
議
室

■
売
り
払
い
方
法　

一
般
競
争

入
札

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

公
立
野
辺
地
病
院
管
理
課

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

内
線
５
１
２
・
５
１
１

■
日
時　
12
月
１
日
水
～
28
日
火

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

■
場
所　

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

（
直
売
所
ハ
ン
ズ
お
よ
び
大
温
室
）

■
販
売
品　

シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ

イ
ン
セ
チ
ア
、
洋
ラ
ン
、
各
種

鉢
花
、
正
月
用
切
り
花
、
ハ
ム
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
ほ
か

＊
期
間
中
は
園
芸
商
品
20
％
割

り
引
き
（
友
の
会
は
30
％
）

問
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

☎
０
１
７
６
（
56
）
５
１
２
１

平
成
23
年
度
航
空
自
衛

隊
三
沢
基
地
モ
ニ
タ
ー

を
募
集

山
やまだ

田琥
こたろう

太郎（福敏）尾駮レイクタウン
宮
みやざわ

澤　泰
たいよ

世（洋世）泊
佐

さとう

藤　修
しゅうごう

豪（純一）倉内
佐

さとう

藤いちか（雅哉）庄内

六ヶ所村の人口
（10 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,966 ＋ 4
女 5,268 － 0
計 11,234 ± 0
世帯数 4,496 ＋ 7

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
田村　正明　77 才（千歳平）
米内みどり　41 才（出戸）
田中　　茂　86 才（倉内）
及川　曻一　93 才（泊）
橋本　　隆　57 才（泊）

10 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

Information Square

組
合
有
地
を
売
却
し
ま

す

三角　優久　（泊）
北山　香織　（黒石市）
秋戸　博光　（二又）　
舟木　真理　（北海道）

入札結果を公表します（平成 22 年 10・11 月分）

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）
複合機購入 ㈲赤沼商販 168 万円

平成 22 年度職員用パソコン導入 六一商事 787 万 5000 円

猿子沢団地建築工事（１工区） 松尾建設㈲ 2887 万 5000 円

猿子沢団地建築工事（２工区） ㈲鷹架工務店 2932 万 6500 円

猿子沢団地建築工事（３工区） ㈲但馬建設 2915 万 8500 円

猿子沢団地建築工事（４工区） ㈲高大建設 2866 万 5000 円

猿子沢団地建築工事（５工区） ㈲三浦建業 2625 万円

猿子沢団地建築工事（６工区） 柏崎建設㈲ 2369 万 8500 円

第一中学校室内運動場暖房機改修工事 髙田プラント㈱ 420 万 1050 円

南部処理区管渠第 55 号工事 大羽建設㈱ 1702 万 500 円

泊地区ふれあいセンター線交差点改良舗装工事 ㈲浜飯組 564 万 9000 円

千歳浄水場配水管整備工事 六ヶ所ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 1260 万円

南部処理区管渠第 56 号工事 ㈲三浦総建 1008 万円

南部処理区管渠第 57 号工事 ㈲佐藤工務店 720 万 3000 円

野球場（本・第３球場）混合土整備工事 ㈲佐藤興業 327 万 6000 円

千歳 4 号線側溝整備工事 ㈲宮喜建設 299 万 2500 円

郷土館改修工事実施設計業務委託 松尾淳一級建築士事務所 233 万 9400 円

猿子沢団地建築工事施工監理業務委託 松尾淳一級建築士事務所 319 万 2000 円

倉内地区環境保全林公園下刈業務委託 ㈲十文字林業 134 万 4000 円

鷹架地区分収造林間伐業務委託 葛西産業㈱ 105 万円

鷹架、泊山地区分収造林除伐業務委託 むつ小川原緑化㈱ 99 万 7500 円

国道 338 号線測量設計業務委託 ㈱そうほく設計 436 万 8000 円

六ヶ所村汚水処理施設整備構想見直し等業務委託 日本水工設計㈱青森事務所 414 万 7500 円

仮設式防雪柵購入 ㈱小林商工 465 万 1500 円

六迎館備品購入（１） 電化プラザたて 129 万 1500 円

千歳平地区公民館増改修工事 北部経常建設共同企業体 6909 万円

千歳 4 号線配水管布設工事施工監理業務委託 ㈱水施設計 94 万 5000 円

千樽用排水路第４号工事 ㈲大藤工業 1663 万 2000 円

千歳 4 号線配水管布設工事 ㈲アキラ工業 1060 万 5000 円

西部処理区管渠第 2 号工事 ㈲佐藤工務店 948 万 1500 円

西部処理区管渠第１号工事 ㈲ワトーテック 1002 万 7500 円

（仮称）七鞍平小学校実施設計業務委託 ㈱楠山設計青森事務所 6457 万 5000 円

地上デジタル放送対応機器等購入（尾駮地区１） 橋本電化センター 693 万円

地上デジタル放送対応機器等購入（尾駮地区２） ㈱髙田電気 693 万円

除雪車両用タイヤチェーン購入 ファウンテン㈲ 152 万 2500 円

（仮称）七鞍平小学校グラウンド・外構実施設計業務委託 ㈱みちのく計画 1071 万円

尾駮小学校校長住宅建築工事（1 号棟） 菱中住建 959 万 3436 円

尾駮小学校教頭住宅建築工事（2 号棟） ㈲三和住建 913 万 5000 円

防雪柵設置業務委託 ㈲ワトーテック 554 万 4000 円

倉内地区配水管移設工事 エムアイテック㈱ 682 万 5000 円

南部処理区管渠第 54 号工事 ㈲浅工務店 2558 万 8500 円

南部処理区管渠第 58 号工事 小泉建設㈱ 2730 万円

南部処理区管渠第 59 号工事 ㈱鳥谷部建設工業 1446 万 9000 円

南部処理区管渠第 60 号工事 ㈲瀬川建設 1411 万 2000 円

北部処理区管渠第 89 号工事 ㈲晴和工業 2320 万 5000 円

千歳平地区公民館増改修工事監理業務委託 MKA 設計業務共同企業体 231 万円

庁舎前松木剪定雪吊業務委託 ㈲十文字林業 123 万 600 円

問財政課　☎ 0175（72）2111　内線 244

　平成 22 年工業統計調査を
12 月 31 日現在で行います。
　調査の実施にあたっては、本
年 12 月から来年 1 月にかけて
調査員が伺います。
　なお、調査票に記入した内容
については、統計法に基づき秘
密が厳守されますので、正確な
ご記入にご協力をお願いいたし
ます。

経済産業省・青森県・六ヶ所村
　

事業者の皆さまへ

工業統計調査にご協力を

「
多
重
債
務
」
で

お
困
り
の
人
へ

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
届
け
て
い
ま
す

む
つ
総
合
病
院
の
年
末

年
始
休
診
日

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

歳
末
セ
ー
ル
を
開
催

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

戸籍の窓
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北
大
学
が
六
ヶ
所
村
に

　
　
　

や
っ
て
き
た
―
。

　

本
年
５
月
に
尾
駮
地
区
に
開

設
さ
れ
た
東
北
大
学
サ
イ
ク
ロ

ト
ロ
ン
・
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
セ
ン
タ
ー
六
ヶ
所
村
分
室
。

同
所
で
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
低
減
と
有
効
利
用
を

目
指
し
た
基
礎
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

研
究
は
３
つ
の
分
野
―
▽
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
効
率
よ

く
分
離
す
る
「
高
度
分
離
技
術

開
発
」（
担
当
：
山
崎
浩
道
教

授
（兼）
、
金キ

ム
ソ
ン
ユ
ン

聖
潤
准
教
授
、
呉ゴ

　
エ
ン艶

助
教
）
▽
高
度
分
離
さ
れ
た
放

射
性
同
位
元
素
（
Ｒ
Ｉ
）
を
有

効
利
用
す
る
「
Ｒ
Ｉ
高
度
利
用

技
術
開
発
」（
担
当
：
石
井
慶

造
教
授
（兼）
、
人
見
啓
太
朗
准
教

授
、
多
田
勉
助
教
）
▽
高
度
分

離
さ
れ
た
セ
シ
ウ
ム
（
Cs
）・

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
（
Sr
）
を
使

う
発
熱
シ
ス
テ
ム
技
術
「
Ｒ
Ｉ

発
熱
利
用
技
術
開
発
」（
下
図

新
原
子
力
利
用
研
究
参
照
）。

「
Ｒ
Ｉ
発
熱
利
用
」
は
八
戸
工
業

大
と
共
同
で
研
究
開
発
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
の
開
発
研
究
は
、「
新

原
子
力
利
用
」
と
呼
ば
れ
、
同

大
は
将
来
的
に
こ
の
研
究
成
果

を
地
域
産
業
の
振
興
に
も
つ
な

げ
た
い
と
話
す
。

　

分
室
は
研
究
活
動
の
ほ
か
、

同
大
学
院
工
学
研
究
科
量
子
エ

ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
の
六
ヶ
所

村
校
と
し
て
の
役
目
も
担
う
。

　

現
在
、
日
本
原
燃
㈱
と
東
奥

電
気
㈱
社
員
の
社
会
人
大
学
院

生
10
人
が
、
修
士
号
や
博
士
号

取
得
に
向
け
て
週
３
日
講
義
を

受
け
て
い
る
。
村
内
外
の
企
業

に
勤
め
な
が
ら
必
要
な
教
育
を

受
け
た
い
人
に
と
っ
て
、
分
室

は
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
と
い

っ
て
い
い
。

　
「
将
来
的
に
は
地
元
の
皆
さ

ん
向
け
に
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
開

催
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と

人
見
准
教
授
。
学
生
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
の
見
学
も
い
つ

で
も
受
け
た
い
と
言
う
。

　

ま
た
、
東
北
大
学
量
子
エ
ネ

ル
ギ
ー
工
学
専
攻
量
子
フ
ォ
ー

ラ
ム
室
（
藤
原
充
啓
助
教
）
も
、

村
の
小
中
学
校
で
の
出
前
授
業

を
随
時
実
施
、
産
業
ま
つ
り
で

は
子
ど
も
が
実
験
を
楽
し
め
る

ブ
ー
ス
を
開
く
な
ど″
科
学
を
楽

し
み
科
学
に
親
し
む
〟
理
解
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
学
問
的
な
こ
と
な
ど
も
気

軽
に
聞
い
て
ほ
し
い
。
わ
た
し

た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
」。

金
准
教
授
と
人
見
准
教
授
は
、

に
っ
こ
り
と
話
し
た
。

東北大学サイクロトロン
RI センター六ヶ所村分室

HotCorner 26

六ヶ所村に大学ができた―
そんな感覚で分室に親しんでほしいと話す石井分室長
５月に始まった「新原子力利用」研究とは？
東北大六ヶ所村分室をリポートする

同大量子エネルギー専攻の教授がほぼ定
期的に来村。社会人学生対象の授業を木・
金曜の夜と土曜日に実施している。村内
の企業に勤めている人たちにとっては恵
まれた教育環境だ

東北大学サイクロトロン RI セ
ンター長（兼六ヶ所村分室長）

石井 慶造 教授

東北大を身近に感じてほしい。
六ヶ所の子どもたちもぜひ、東北大の学生に。

（左から）金准教授、呉助教、人見准教授（研究室内で）

原子力教育に力を入れてい
る東北大は、原子力の重要
性を伝える役割があります。
原子燃料サイクル施設が立
地する六ヶ所村は、その意
味でも大変重要な拠点です。
地域の皆さんには、この分室
を地元の大学として、研究所

ではなく学校という感覚で
親しんでほしいと思います。
将来、六ヶ所の子どもたち
が東北大に入りここの研究
者になって、地元の原子力
産業を発展させていく―。そ
んな日がきたら、これほど
うれしいことはありません。

Keizo Ishii

Voice

新原子力利用研究とは

Sr Cs
MA

Cm

NpAm

▶

▶ ▶
▶

▶

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

高度分離技術の開発 RI 発熱
利用技術

の開発

RI 高度
利用技術

の開発

■表中の元素　Sr: ストロンチウム　Cs: セシウム　Am: アメリシウム　Cm: キュ
リウム　Np: ネプツニウム　/　MA: マイナーアクチノイド

①高レベル放射性廃棄物の低減を目指した高度分離技術の開発
②高度分離された RI を多様な分野に利用するための技術開発

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

飛行機好きなわたしにとって念願の初ヘリフライト。陸上自衛隊の UH-1 に同僚と搭乗し、出戸～泊～尾駮～出戸のルートで約 15 分間の
遊覧飛行を楽しみました○せっかくなので上空からの写真を撮ろうと思い、素早く乗り込んで無事 VIP 席を確保。操縦席や前方がよく見え
る席を満喫しながら、最高の眺めと撮影に夢中になっていました○しかしそこはヘリコプターの機上。独特な揺れにしだいに酔って涙目
に。後半は景色を横目に、遠く前を見つめてもちこたえました。次にチャンスがあったら『トラベルミン』服用したいと思います○ 10 月
30 日から 11 月 1 日にかけて、産業まつりと村民文化祭の 2 大イベントが開催されました。しかも 31 日は文化祭と産業まつりの W 開催だっ
たので、会場を行ったり来たりの忙しい取材に。慌ただしい取材に温かく対応いただいた皆さん、ご協力ありがとうございました（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

かぜをひいたら解熱剤、感染症には抗生物質。
子どもの病気に薬は必要か。「飲ませないと
不安」という声に小児科医がこたえる、きち
んとわかる子どもの薬の本。

子どもに薬を飲ませる
ときに読む本

山田　真著

遺品の中から見つかったテープは、文字の書け
なかった母から息子への遺言だった…。日本全
体が貧しく、家族間の体温が熱かったあの時代
の感触が甦る、著者初の自伝的小説。『青春と
読書』連載を大幅に加筆・修正し単行本化。

母

姜尚中  著

殺人に正義はあるか？ 命に値段は付けられる
か？オバマ大統領は、原爆投下を謝罪すべき
か？　空前の「正義の哲学」ブームを呼んだ
サンデル教授の対話型人気講義。

ハーバード白熱教室講義録
＋東大特別授業

久保　明 著

アマンダの家にやってきた黒いくまの子アダ
ム。家族みんなにかわいがられてすくすくと
育ったアダムは、アマンダやお兄さんのベッド
にもぐりこんで寝るのが大好き。そんなある日
家に泊まりがけのお客さまがやってきて…。

アマンダとくまの子

ターシャ・テューダー著

東

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 水 郷土大学〈そば打ち〉 18：00 ～ 20：00 水車小屋「いっこ庵」
2 木

3 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00

4 土 読響メンバー率いる室内楽演奏会クリスマスコンサート　14:30 開演 ス ワ ニ ー
5 日
6 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

7 火
６カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター
１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

8 水 栄養教室 ９：30 ～ 12：00 保健相談センター
9 木

10 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

11 土
12 日 お日様キャラバン　自殺防止演劇 13：00 ～ 15：30 ス ワ ニ ー
13 月 スワニー、郷土館、図書館休館日

14 火
１歳児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター
４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

15 水
マタニティ教室 10：00 ～ 12：00 保健相談センター
図書館おはなし会〈3 ～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

16 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター
図書館おはなし会〈0 ～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

17 金

18 土
バスケットボール教室 ９：00 ～ 12：00 総 合 体 育 館
東大学生との卓球交歓交流会 13：30 ～ 17：00 泊 小 学 校

19 日

20 月
５歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター
スワニー、郷土館、図書館休館日

21 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

22 水
23 木

24 金
郷土館休館日

25 土

26 日
スワニー、郷土館、図書館休館日 ～１月４日まで

27 月
28 火
29 水
30 木
31 金

 村のスケジュール12 月
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真っ白な雪が、景色を覆い尽くす冬。
動物たちは、寒さと空腹に耐えながら冬をたくましく過ごします。
キテンも寒さに備え、鮮やかな黄色の冬毛に衣替え。
りりしくも愛くるしい立ち姿は、厳しい冬に癒しのひとときを与えてくれます。

伝えたい、六ヶ所の風景。
冬の動物たち

1

3２

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

1_ 晴れた冬の日に姿を現したキテン（ホンドテン）。キテンは夏は
褐色、冬になると体が黄色く、顔は白くなる　2_ 尾駮沼の近くで木
登りをするニホンリス　3_ 雪原に姿を現したホンドギツネ（3 枚と
も昨年撮影）

（写真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


